
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
中庭にある樹高 7m 程のこの桜は第 9 代近藤恒昭校長が植えた「タカトウコヒガンザクラ」です。4/2 満開。 
 

治田小学校の校歌をつくってくださった、まど・みちおさんは、新入生の気持ちを「一年生 
 

9 月 2 日、当日欠席 11名、在籍児童 306 名全員、無事避難完了しました!  

「防災の日」の翌日に、今年度初の「全校」避難訓練を実施いたしました。5 月 25 日からの

学校再開後に、各教室からの「避難経路」を確認する学級単位や学年単位での避難訓練を実施

したのみで、この日まで全校が一堂に集まることはありませんでした。コロナ感染症の第二波

の只中ということで、派遣申請してあった消防署員の来校も叶わず、直接ご指導をいただくこ

とはできませんでしたが、児童は「お・は・し・も」を意識して、整然と避難できました。 
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地球は丸く、前進してたどり着いた最遠の地に見えたものは･･････自分と仲間の背中だった。 
7 月 10 日、東京方面への修学旅行中止が正式に文書で伝えられ、児童にとっても職員にとって

も厳しい決定となりました。しかし、直後には児童数名が代替企画の実行委員として名乗りをあげ、

「学校泊」の基本案をもって 7 月 29 日、校長室に来室。「どうしたら修学旅行に代わる行事が実現

できるか」、子ども達と対話型の問答を繰り返しました。「不参加者が複数名いた場合はどうするの

か」「6年生全員の思い出とするために気を付けることは何か」「感染症対策は万全なのか」「コロナ

感染症の危険性を理解しているのか」「これはそもそも学習活動なのかお楽しみの遊びなのか」・・・。

中止決定から僅か二ケ月、校庭花火大会、屋上で星を見る会、校内肝試し、森将軍塚古墳館出前講

座、校内かくれんぼ･･･企画の構想から、それぞれの考えをまとめ、実施原案の決定、そして実行。

普段学習の場として使用している教室を寝床とし、校舎をお化け屋敷にし、日常的な禁制地帯を特

別に開放したことで、「いつもの学校」のはずなのに「いつもと違う学校」を味わった 6 年生。何

を感じ、何を学んだのでしょう。そしてこの経験は、どのように活かされていくのでしょうか。  

※ コロナ感染症の不安あるなか、保護者の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。 



テープは楽
らく

 案山子
か か し

は面倒
めんどう

 大
おお

きな音
おと

は近所
きんじょ

迷惑
めいわく

 
 

5 年生、総合的な学習の時間の討議。「自分たちで育てている米を鳥から守るには」という問

題に対して「思考・判断・表現」が顕著になる場面。3密を回避して授業づくりを進めているも

のの、ついつい身を乗り出して、討議に熱中してしまうところ。自宅での自学自習やネット環

境を駆使した学習では味わえない、リアルな学校ならではの学び。Zoom 会議の時代の Face To 

Face のリアルな会議で育まれるものは何なんでしょうか。こういった討議経験を他の教科学習

や特活等でも積むことで、協動での学び合いを通した自分の・自分たちの成長を実感すること

になると思います。 * 授業では様々な意見が出され、翌日には田圃に防鳥対策が施されてお

りました。お爺ちゃんやお婆ちゃんが発した一言の影響の大きさも実感いたしました。 

その田圃の畔も含めて PTA 会員の皆様には、校地周り、校地・校舎内も含めて、子どもたち

の通う学校環境の整備をしていただきました。様々な活動が中止、延期、自粛となっておりま

したが、「PTA 作業」においては開閉会行事も省略し、黙々と予定分担区の草刈り等の作業に専

念していただきました。お礼の言葉を申し述べる機会もありませんでしたので、改めて紙面を

お借りして PTA 会員の皆様に御礼申し上げます。子ども達のために、ありがとうございました。 

 

第 47回運動会に代えて、子どもたちの集団行動の様子や体育学習における個々の身体能力の伸長

ぶりを「発表」いたします。300 人規模の児童、その倍数の保護者の皆様のご来場を考慮しますと、

このような分散形式・短時間での開催につきまして、ご理解いただきたいと存じます。屋外でもあ

り、感染のリスクはかなり低減されているとは思いますが、ご参観いただく保護者の皆様におかれ

ましても感染予防、3密回避にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

・開校以来、6 年生が担ってきた伝統の「鼓笛隊」ですが、次年度からは「治田小金管バンド」が代

行いたします。本年度はふるさとの無形文化財「祇園祭」もありませんでしたので、これが 6 年生

による最後の発表の機会となります。見守っていただければ幸いです。 

分散開催の趣旨をご理解いただき、車での出入りの混雑を避けるためにも、自家用車での御来校は

できるだけご遠慮ください。なお自転車は低学年棟東側駐輪場の指定場所に置いてください。 


